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1． は じ め に

　 住宅 ・ 都市整備 公 団 は，昭和30年 の 日本住宅公 団 の 設 立

以来，住宅 と宅地 の 建設 を行 っ て き て お り，現在直接管理

して い る賃貸住宅は ， 約66万戸，約 1千団地 に の ぼ る。そ

の うち 丘 陵 地 に所在す る 団地 で は ， 土 地 の 有効利用を図 る

た め原地 形 に改造 を加 え た結果，団地内 の 随所 に の り面 ・

擁壁を抱 え て い る。の り面 ・擁壁 は，災害 の 予測が 困難 な

上，災害 が 発生 し た 場合 の 影響が大きい とい う性格か ら，

団地内 で は 重要 な 構造物 に属 す る 。 こ れ らの り面
・
擁壁 を ，

常時安全 で 快適な状態に保ち ， 予定され た 耐用期間を通 じ

て 活用す る 上で ， 維持管理 は 大きな役割を果た して い る。

本稿 は ， 住宅団地 にお ける の り面 ・擁壁 の 維持管理 に つ い

て ，公団賃貸住宅 の 場合 を 紹介す る もの で あ る 。 内容的 に

は ， 3部 に 分か れ る 。 まず最初に ， の り面
・
擁壁 の 維持管

理 の 概要を述 べ る o 次 に ，
の り面 ・擁壁 の 客観的な安全性

判 定方法 と して 点 数化 に よ る 方法を説明す る 。最後 に ，の

り面
・擁壁 の 補修 の 実施例 と して 防災工 事 の 事例を示 す。

2． 住宅団地 の の り面 ・擁壁の維持管理 の概要

　2．1 住宅団地 の の り面 ・擁壁の 特徴

　住宅 団地 は，面 的 な 造成 で あ る た め敷地 の 地形 に よ っ て

は ， 団地 内の 到 る 所 に大小様 々 なの り面 ・擁壁が存在す る 。

こ れ らの の り面 ・擁壁 の 実態 を把握す る た め ， 表
一 1 に示

す 項 目につ い て 19団地，453 地点の データー
を集計 した 。

そ の 結果 か ら，住宅団地 の の り面
・擁壁 の 特徴をま と め る

と以下 の ように なる。なお ， 集計デー
タ
ー

の 中か ら主 な項

目の 頻度分布を図一 1に 示す 。

　  の り高 は 2〜6m の 小 規模 な の り面 が主体 で あ る 。

　  　の り面保護工 は 植生 工 が多く，の り枠等 の 構造物 に

　　よ る も の は 少 な い
。

  　の り面 の 約 4割 に ガ リ侵食等 が存在す る が ， 崩壊 に

　　至 る も の は 少 な い 。

  　擁壁 は高 さ 5 以下 の 石 積， ブ ロ ッ ク積が主体で あ り ，

　　重力式や RC 造 は少 ない 。

  　擁壁 の 約 35％ に ク ラ ッ ク ， 目地 開きが 見 られ る が
，

　　ほ とん ど が軽微な も の で ある 。

以上 に 述 べ た ご と く住宅団地 の の り面 ・擁壁 は，ほ か の

＊
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用途 の もの と比較 して少 し 異 な っ た 様相 を呈 し て い る。こ

れ に は 住宅団地 に お け る次 の よ うな計画 ・設計上 の 事惰 が

影響 し て い る もの と考 え る 。

　   　住宅団地 の 造成計画 は，土地利用計画 を基礎と して

　　 敷地 の 地形特性 を生 か しつ っ 敷地内で の 土量 バ ラ ン ス

　　 を図 っ て 計画 して い る が ， そ の 際の の り面 ・擁壁 に っ

　　 い て は地盤高を調整す る等 して で きる 限 り少 な くす る

　　 よ う配慮 し て い る。

　   　造成設計 は，宅地造 成等規制法や自治体 の 宅地開発

　　 指導要綱等 に の っ と り指導官庁と協議 の 上設 計 し て い

　　 る た め ，
の り面 ・擁壁 につ い て は 設計 の 自由度が小 さ

　 　 い 。

　   　住宅 に 接近 し た の り面 ・擁 壁 は，殺風 景 な 印象 を与

　　 え ぬ よ う景観上 の 配慮 を行 っ て い る 。 の り面保護 は，

　　 植生 工 を原則と して い る。

　 2，2 の り面 ・
擁 壁 の 維 持管理

　 の り面 ・擁壁 の 維持管理 は，表一2 に示 す とお り， 維持

作業，情報整備，点検，対策 工 の 4 つ に分か れ る。

　 （1） 維持作業

　 維持作業と は，団地内の 共用部分 の 維持運営 とそ の 他居

住者等の 共通 の 利便を図 る た め に 必 要な作業 で，の り面 。

擁壁 に 関連す る もの と して 表
一 3 の 維持作業があ る 。

　 i＞ の り肩排水溝等 の 泥上 げ，清掃

　 の り面 ・擁壁 の 災害 は ，排水処理 の 不 始末 に起因す る も

の が多 く， 排水施設 の 泥 上 げや清掃は ， その 本来機能 を保

持し災害を防 ぐ上 で 大切な 役割を持 っ て い る。

　 i） の り面 の 除草

　植生保護の り面 は ， 除草 を怠 る と景観上見苦しい ばか D

で なく，枯草に よ る 火事が 起 きた り崩壊 の 前兆 とな る変状

の 発 見 が 困難 に な る 等，い ろ い ろ な問題 が生 じる た め適宜

除草が必 要 で あ る。

　（2） 情報整備

　情報整備 とは，の り面 。擁壁 の 維持管 理 に必要な図面，

数量等 を収集 ・整 理 す る作業をい う。維持管理業務は，継

続的 か つ
一

貫 性 を持 っ て 行 う もの で あ り ， こ れ に は 体系的

に 整備され た情報が不可欠 で ある。一
般 に情報は，  設計

図書お よび各部材等 の 全体数量等保全物件に 関す る建設情

報 と，   保守点検の 結果 ， 修繕経歴 ， 費用実績等を経時的

に表 した 管理情報 と に分 か れ る 。
の り面 ・擁壁に 関 して は，
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近接 の 施設 ， 災害等 の 経歴 は ， 後述す る

緊要度判定 の 際 に必 要 な項 目で あ る。

　（3） 点検

　点検 とは，の り面 ・擁壁を巡視 し破損

等を発見す る作業を い う。の り面 ・擁壁

の 点検 は ， 表一 2 に 示すとお り， 目常点

検， 定期点検 ， 異常時点検の 3 つ に分か

れ る。 こ の うち定期点検 は 更 に，安全点

検，計画点検，法定点検 とに 分か れ る。

各点検 に っ い て ，目的 ， 対象 点検者，

周期，方 法，処置 を整理 したもの を表一

5に示す 。

　 i） 日常点検

　居住者 の 生活 に 身近 な空間を中心 に カ

バ ー
す る点検で あ り， 居住者か ら の 通報

に基 づ く点 検 も こ れ に含め る。

　 ff） 安全点検

　団地 内   の り面 ・擁i壁を広 く専門的見

地 か ら見 る た め の 点検 で あ る。

　 fi） 計面点検

　重点 の り面 ・擁壁 を対象と した点検で

あ り， 後述す る健全度判定に 必要な情報

の うち変状状況 を提供する役割を持 っ て

い る。

　 iv） 法定点検

　集合住宅 に お ける 防火 ・避難関係 の 調

査 と あ わ せ て，敷地関係 で 周囲 の 地形 ・

擁壁 そ の 他 の 調査 を行う も の で あ る 。

　 v） 異常時点検

　台風等 の 異常 気 象 の 前後に，調 整池 等

の 防災施設 の 機能点検 と あわ せ て ， 問題

箇所 の の り面 ・擁壁 に つ い て 実施す る も

の で あ る。

　  　対策工

　対策工 と は，の り面
・擁壁 の 破損等 を

補修す る 工事を い い
， 表一2 に 示 す とお

後述す る 防災計画 との 関連 か ら，重 点 の り面 ・擁壁 を対象　　り，修繕 工 事，災害復 旧工 事，防災工事 の 3 つ に分 か れ る 。

・
と して ，表

一 4に示す 7 項 目の 内容 に つ い で整備して い る 。 　　 i） 修繕工 事
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表一1 の り面 ・擁壁 の 調査 項 E

1 項 目　 1 カ テ ゴ リ

111 地　　　 　　　形
　　’
1 山 缶 2 丘 陵 3 段丘 4 山腹 5 沢 6 平地 7 田 8 畑 9 湿地

2 切　 盛　 区　 分 1 切土 2 盛土 3 自然斜 面

3 の 　　　り　 　 薦 12 − 4m24 陶6m36 岬8m48 酎10m510 −20m620m 以上

4 勾　　 　　 　 配 11 ：〔L521 ：0．831 ：1．041 ： 1．551 ：1．861 ：1，8以
上

の
5 の 　 り　 段 　 数 11 段 22 段 33 段 44 段以 上

6 保 謹 工 種 類 1 無処理裸 2 無処理 3 枠工 4 石 張 5 モ ル タ ル 6 植生 工 7 落 石 防止 8 ふ とん か 9 そ の 他
地 吹付け工 柵 ご

り
7 土　 質 　 種　 類 1 礫 ・礫質 2 砂 ・砂質 3 粘性土 4 粘土 5 硬岩 6 軟岩 7 嵐 化岩

土 土

8 変　 状　 形 　 態 1 ガ リ侵食 2 ク ラ ッ ク 3 陥没 4 は らみ 5 崩壊 6 そ の 他 7 な し

9 排　 水　 施 　 設 1 小 段 2 の り肩 3 の り肩小 4 な し

面 1 段

10　排水施 設 の 異 常

　　 11 湧 　 水　 状　 況

調　 12　 立地 条件 （の b下）

13　立地条 件（の り上）

査　14　住棟 へ の 矩離（下）

5
ρ
D78

1111住 棟への 距離 （上）

擁 壁 の 有 無

擁 壁 の 位 置

竣 工 後 年 数

　宅

1 住棟・住
　宅

1 高さ以下

1U 字溝欠 ；2 目地 の 欠
　損　　　 1　 損
　 　 　 　 　 …

1 乾燥　　　　12 　湿潤

1 鰍
・
住 「2 学校

13m 以下

1 有 り

1 下

15 年未満

2 学校 ・病
　 院

2 高さと同
　 じ

2　3A ”5m2
無 し

2 中

25NlO 年

3 ずれ

3 に じみ出し

3 店舗
・
事

　 務所

3 店舗 ・事
　 務所

3 高さ X2

35ny 　7　m

4 陥没

4 公 園
・
駐

　車 揚

4 公 園 ・駐
　車髪

4 高さX3

　以上

4　 7 ．vlOm

5 土砂 堆積 　6 詰ま り　　7 そ の 他 　 8 な し

5 道路

5 道路

5 住棟 な し

6 調整池　　7 緑 地

6 緑 地

510m 以上　6 な し

8 そ の 他

1 　擁 　壁 　種 　類 　1RC

擁

　　 2 最 大 擁 壁 高 ユ m 以 下

壁 　3 　擁 壁 勾 配 1 直

調

査

面

水

状

背

排

変

456 状

施

形

淋

”

難
”

1
　

1
　

1

況

設

態

7 モ の 他　　8 なし

3 上 　 　 　4 下 ・中 　 5 中・上 　 6 下 ・上 　 7 な し

310N15 年　 415 〜20年 　520年以上

2 プ ロ
ツ ク

　積

2　1At　2　m21
：0．22

の り 1 段

2 な し

2 日地 開 き

3 雑割石 積 　4 大谷石積 　5 玉 石積 　 　6 レ ン ガ

32 〜3m 　 43 − 4m

31 ：0．3 　　 41 ：0．4

3 の り 2 段 4 の り 3段

3 石欠 損 4 は らみ出
　 し

54 〜5m 　 65m 以上

51 ：0，5 　 61 ：0．5以
　 　 　 　 　 　 下

5 沈下 6 鉄筋むき　7 水抜き孔 　8 移動
　出 し　　　　 な し

9 そ の 他 　10 な し

表L2 　維持 管理 の 概要

　　　　　　 漕　　 掃

維持作業
一［

　　　　　　 除　　 草

・羅 ・｛蠶磯雪

・ ・モ雛モ難
対 策 土モ籌・・1

表一3　維持作業の 内容

表一4　保 全 情報 の 項 目

陣　分 陣 　 目 1 主 な 情 報 名 瞬 の糠

tE持管理

保

全

情

報

作　　業　　項　　目 1 作 業 ・ 目 的 陣 度

〔1） の り肩 の 排水溝等 の 泥

　上げ，清 帰

  の り面 の 除草

詰 まb に よ る盗流 の 防止

・火事の 予防
・の り面変状 の 発 見

適 　 宜

  平 面図 団地 平面図，部分拡 大図

  施工 時 の

　病歴

天 候 に よ る工 事 中の 損害，施

工 条 件の 相違に よ る設計変更

  団地連設

　時 の情報

  近 接の施

　設

の り面 ・擁壁 の 上 下 に あ る施

設 の 種 別お よび距離 開係
建設

．
陦報の

調査 に よる

  地盤条件 地 形，切 盛区分，土質，湧水

  構造諸元 の り高，の り面 勾配 ，排 水施

設 の 有無，の り面保護工 の 種

別，擁壁 の 上下位置

  維 持 管理

　 中の 情報

  変状状 況 の り面 の 変状 r 擁壁 の変状，
排 永施設 の 異 常，竣工 後年数

計画点検に

よる

  災害等 の

　経歴

近 接 地 の 災害 の 有 無，修繕費

等 の 投資実績

管理 情報の

調査に よ る

年 1 回 程度

　当該部分 に 限定 して 補修すれ ば足 りる程度の 破損等 に つ

い て ， そ の 都度行 う軽度な工 事 を い う。

　 li＞ 災害復 旧工 事

　被災 した箇所 を原形復 旧 も し くは 改良復 旧す る工 事 。 さ

しあ た っ て の 崩壊 の 危険性拡大を防止す る応急揩置と， の

り面 ・擁 壁 の 長期的 な 安定 を図 る た め の 本格的な 恒久対策

工 と に分けて 行 っ て い る 。

February ・ IS87

　 m） 防災 工 事

　災害 の 発生 を未然に 防止 す る た め の 工事。 の り面 ・擁壁

の 災害 は ，

一た ん 発生す る とそ の 被害が 大 きく， また住宅

団地 で は揚所が生活空間 に接近 し て い る 事か ら，団地 の 安

全 に 与 え る影響 は大 きい 。防災 工 事 の 実施 に あ た っ て は ，

事前に 防災計画 を策定 し，こ れ に よ り優先度の 高い も の か

ら計画的 に行 っ て い る。な お ，こ れ ら対策工 につ い て 災害

との 関連を整理 した もの を 表一6 に 示 す 。
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表一5 点 検 の 内容

’nL・ 検 種 頚 1 点 検 の 目 的 　 1 点 　 検　 対　 象 点 　 検　 者 点 検 周 酬 点 検 方 法 1処 　　　　置

日常点検 各所 に生 じた欠陥 を早期 に発 団地 内の す べ て の の り面。
現地管理者 （事務 随時，現地管理者 外観 目視に よる

見す る事に よ り，団地住民 の 擁 壁 職 ） は 常駐 また は数団

居住安全性 を確保する た め の 地か け もち で あ る そ の 都度経常修繕

点検 工 事で 処 置す る

安全 点 検 年 2 回

専 門技術者 （土木 外観 目視 お よ び 簡
定

防災 計画策定上 必 要 な の り 立地条件，規模，過去の 経 または造 園職） 年 1 回 易な工 具，器 具を 防災工 事に 向 けて

期
計画点検

面
・擁壁の 健全 度 を把 握す る 歴等 に よ り防災 工 事が必要 用い た 打診，測定 検討 を進め る

点

検

ための 点検 と判断 され る箇所 （重 点の

り面 ・
擁壁 ）

等に よ る

法定 点検　建築基準法第12条に基づ く点

　 　 　 　 検
法 の 定 め に よ る

異 常時 点検 台風等 の 異 常気象 に よ る災害 計画 点検の 対象 の 中か らさ 専門 技術者 （土木 必 要 の 都度 外 観 目視 に よ る

の 発生 が 予想され る 場 合，ま らに 危険の 予想され る 箇所 また は造 園職）

た は災害 が発生 した場合 に お

い て 応 急 的 な措置 を早 期 に行

うた めの 点検

個 別 に判断 す る

そ の 都度災害 復 旧

工 事 で処 置す る

述
　

　

　

賂

表一6　対策工 の 分類

〔発生醐 〕　（重要度〕　 〔対策工〕

一 ｛i難；1
〔実施方法〕

経常的

未然・阯 騎 。
防 災 計画的

　 2．3　防災計画

　防災計画 とは ， 効果的な防災工事を実施す る た め の 時間

表で ， 点検等の 諸情報に基づ き総合的に計画す る もの を い

う。防災計画 に は ，計画期間 の 長短 に よ り中期計画 と年度

計画 とがあ る。防災計画 の 策定 は，図
一2 に 示 す とお り4

段階に分け て行 う。

　（1） 予備調査

　 先 に 2．2（2｝情報整備の 項 で 述 べ た 重点 の り面 ・擁壁 の 選

定作業 が こ れ に あ た る。

　   　健全度判定

　 こ こ で は ， 重点の り面
・擁壁を対象と して ，比 較的定量

化 しや す い 情報を用 い 安全 性判定基準 に よ り健全度 の ラ ン

ク 分 け を行 う。 こ の ラ ン ク は ， （3＞緊要度判定 の 判定材料 と

な る一
方，中期的防災計画 に も利用す る。こ こ で い う健全

度 と は，多数 の の り面
・擁壁 に つ い て の 防災投資を効果的

に 行 うた め の 相対的 ラ ン クで あ る 。

　  　緊要度判定

　 こ こ で は ， 健全度 ラ ン クが 不健全 「C 」 と判定 され た の

り面 ・擁壁 に つ い て ， 定性的な情報 を用 い て 防災工 事 の 緊

要度 の 順位付 けを行 う。こ の lr匱位 は，各年度防災計画 の 基

礎 資料 と して用 い る。緊要度判定 の 基準は一律に定め難 い

が ， 主 に 次 の よ うな点を考慮 して判定 して い る 。

　  　住棟等 の 重要施設 に接近 した も の は優先す る 。

　  　既往災害地点 に距離が近 い か ， 地形や構造 が類似 し

　　た もの は優先す る 。
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「
−Tt−m−一一”T−一一一一　　一一一一一一

「

予備調査の

段　 　 階

の　段

購攣 憲

江事の段階

図
一2　防災計画 策定 の 手順

  　規模が大き く，災害 が発生 した 揚合 の 被害 が 深刻な

　 もの は 優先す る。

3．　 安全性判定基準

　 の り面
・擁壁 の 安全性を定量的 に 把握す る 事は 難 しい

。

しか し防災計画策定上 の 必 要か ら ， 点数制に よ る 判定法を

採用し て い る。こ の 方法は，の り面 ・擁壁 の 安全性を要因

に分解 し ， 次 に各要因 につ い て 点数評価を行 い
， そ の 合計

点数 の 大小 に よ り相対的な安全性 を求 め よ うとする もの で

あ る。表一7 に掲げる安全性判定基準は ， 現地 調査 デー
タ

ー
の 統計解析と他機関 の 資料調査 を基 に ， 過去 の 災害経験

等を考慮 して 作成した も の で あ る。以下 に具体的判定項 目

にっ い て 固定点 と更新点 に分 けて 説明す る 。

　 3．1　 固定点関連項目

　固定点 と は，建設時点 で 固定 され，形態 を変更 しな い 限

土 と基礎，35− 2 （349）
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表一T　の り面安全性 判定要 因 と配 点表

1区分 項 目 ・ テ ・ り
一
　酉己点 「 備 考

固

地

盤

粂

件

土 　質

。砂 「瀕 土 ・・ 魁 L鉱
　 　 粘 　　 性　 　 ±　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

墜
硬

岩
岩

岩

湧　水

％
乙
弔
早 燥

100

湿 　　　　　 　　　　潤　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3

に じ み 出 い 流 出 「T

強風化岩含 む

定

点

構

造

諸

元

高りの

更

新

点

変

状 、

状

況

の り面

勾配

排水 施

の り面

保護工

　
設
置

　
壁
位

※
擁

置

　
面

　
り
状

※
の

変

擁壁変
状

排水施
設異 常

竣 工 後
年数

2〈ll≦ 6m Dl

6くH ≦ 10m 5

10くH ≦20m

20m 以上

71

・ 1

土砂

岩

1 ：0．5よ り急 7

・1・・… 11 … ｛・

1：1．1A・1 ：1．5

1：1．6〜艮：L82 ・ ；・… 6よ 胤 ・点

軟岩工 ：O．5よ り急　1　2　1ユ：0．6よ り紬 　0 点

硬 矧 ・ 1
あ

な

・ L
し ｛5

植 生 工

表 面 保 護 構 造 物

擁 　 壁　 槽 　 造 　 物

上

中

下

切 土 ・盛土境，軟弱地盤

2o031o5

変 状 　 ・ 　 ・ 「
ク　　 ラ　　 ッ　　 ク

は ら み

小 崩 壊
・
滑 　 蕗

オ ー バ ー
ノ・ン グ

表 面保護 構造 物 の 変 状

ガ 　 リ　 侵　 食
小

大

変　　状 　　 な　　 し

変 状 の 程 度（小 ）

変 状 の 程 度（中）

変 状 の 程 度（大）

0
一
1010

⊥
10
一
m

点検員の 判断 で 中聞

点 （5点） を与える

こ とが可能

510o510200

　

0

　

1

し

り

　

あ

な

害

」

障

常　

能

異

機

lo　 　 年　 　 未　 　 満 0

10年 以 上削20年 未 満　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

−
一
丁

※ 重複判定可

February ，1987

No ，1672

り変化 しな い 要因 に対 して の 配点をい う。固定点関連項目

は ， 地盤条件 と構造諸元 と に分 か れ る 。

　（1） 地盤条件

　 地 盤条件 は ，土質 と湧水 の 2 項 回とし た。

　 i） 土質

　 の り面 を構成す る材料 で あ リ工学的 に も有意な項 目 で あ

る が，統計解析に よ る要因効果が小 さい 事と 目視に頼る判

定 で あ る事 を考慮 して ， 配点は 比較的低 く設定した。土質

は，土砂 と岩 とに大 別 し そ れ ぞ れ を 2 区分 した。土 砂 の 判

別 に あ た っ て は ， 以下 の よ うな 慣用的 な 分類 で 整理 した。

　  　礫質土 ： 日本統
一

分類法 で は径 2mm 以上を礫 とし

　　て い る が
，

こ こ で は径 5〜10mm 以上 の 礫 が混 入 し て

　　い る もの と し た 。

　  砂質土 ：一般に 山 砂 と称 され る もの で，粘性 土 との

　　判別 に迷 う時 は手 に つ けて 粘 り気 が な く乾 くときれ い

　　 に 取れ る か どうか で 判別す る とよ い 。

　   　粘性土 ： 一般 に粘性 が強 く湿 潤 状態 に な っ て い る も

　　の で ， 色調は黒か ら暗茶色が多い
。

　 i） 湧水

　統計解析 に よ る と最 も要因効果 が 大 き い た め 項 目を設け

たが ， 定量化 し難 い 項 目で ある事 を考慮 し て 後述す る の り

高 よ り重 み を小 さ くした。湧水 は，乾燥，湿潤，に じ み 出

し の 3 区分 と した 。

　  構造諸元

　構造諸元 は ，の り高 ， の り面 勾 配 ， 排水施設 ， の り面保

護 工，擁壁設置位置 の 5 項 目 と した 。

　 i） の り高

　統計解析に よ る と要因効果が 大 きい た め 高い 配点 と し た。

の り高は ， 住宅団地 の の り面 の の り高分布を考慮 して 4 区

分 と した。

　 五） の り面勾配

　 の り面勾配 は ， 設計時 に 地盤 に応 じた値を選定して い る

た め配 点幅 は 小 さく設定 し た。土質 に 応 じ て 土砂 と岩とに

区分 し， 更 に それ ぞ れ を 4 区分 ・2 区分 した。

　 fi） 排水施設

　排水施設 の 有無 を問 う も の で あ る。 統計解析に よ る と要

因効果 は小 さい が ， 既往崩壊例の 原 因調査か ら排水処理 の

不備が 指摘 され て い る 事を考慮 し て やや高く配点した 。

　 勅　の り面保護工

　統計解析 に よ る と擁壁 の 有無 が判定要因 として 多少寄与

して い る程度で あ るが，表 面 浸食 の 観点 か ら植生工 と構造

物 とに 配点差を設け た Q

　 v） 擁壁設置位置

　 の り 面 の 段 の 中途 に擁 壁 が あ る場合，擁 壁 の 位置 の 上 下

が の り面全 体 の 安定性 に影響す る点 を考慮して 配 点 し た。

　3．2　更新点関連項 目

　更新点 とは ， 経年 に よ り変化 す る あ る い は 変化 す る 可能

性 の ある 要因 に対 して の 配点 をい う。 更新点関連項 目 は ，
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表一8 擁壁 の 変状 形態

項　 円 匡
．1・価 模　 式　 図

なし U 　　　　　　　　　　　　l

水　平　変　 位 　　　　　 宣　7
殳　　　　　　　　　　　　 ［　 1

あり
弓

は　 　 ら　 　 み

なし

あり
　 や 1

戸．
　　 ．
A　　　、

なし
一爿 ド

ー

匿1　 　 　　 斜
あり

lI

∫rr　、．ド　丶

なし
不　「Ill 沈　下

あワ

ヌ謬
　　　

八
」

　 甘、　 洩韈 灘 禽，

なし

．
　 ハ．11 ＜」一一 レ

あり 戀麟
賑 酒、
，螢 ∫

・
　　 考

1聡 側 地II」
た　L・lll・

ク　 ラ　 ッ　 タ

諌 平 方 向〕

なし
丶・  〜又　

」
あり

’

ク　 ラ　 ッ　 ク

（
縦

）
なし

あり

　 　 　 　 　 戸罵
． ；蘇聽

ず　 　　 　 れ

石　 の　 欠　 損

石 の
』
飛 出 し

鉄　 筋　 露　 出

なし

あり

・
1

・
．1蜜

変状状況 と竣工 後年数と に分か れ る。

　〔1） 変状状況

　変状状況 は，の り面変状，擁壁 変状，排水施 設 異常 の 3

項 目 と した 。

　 i） の り面変状

　現地調査 お よ び 既往崩壊例 の 変状形態 を参考に 6 区分と

した 。 主 な項 目につ い て 以下 に 説明す る 。

　   　 ク ラ ッ ク ： の り肩付近 の ク ラ ッ ク は ，円弧す べ りに

　　起因す る事が多く，崩壊 の 前兆 と し て 考 え られ る た め

　　 配点 は大 きくした 。

　  は ら み ： ク ラ ッ ク と同様 に の り尻 に現 れ た 場合 は 円

　　弧す べ り に起因す る事が多い た め 配点は高 くした 。

　  小 崩壊 ・滑落 ： 小崩壊 は，の り面中央部 に崩壊が生

　　 じて い る も の の ，の り肩 の 形状 が 残 っ て い る もの を指

　　す 。 滑落は ， 表層部が滑 り落 ち の り面 が裸地状 に なっ

　　 て い る 状態を指す 。

　  オ
ーバ ー

ハ ン グ ： の り面 の 中 ・
下部 の 土砂流下 が進

　　行 した に もか か わ らず上部の 土塊が樹木 の 根と共 に残

　　 留 して い る状態 を指す。

　   ガ リ侵食 ： 団地内の の り面 の 変状 で 最 も頻繁 に見 ら

　　 れ る 変状形態で あ る。の り面上方 か らの 表面水 の 流下

　　 が 原因で 生 じ ，

一度発生す る と以後表面水 が そ こ に 集

　　 中 し て 徐 々 に 拡大して い く。 ガ リ侵食に は程度の 差が

　　 あ る た め，配点 も小 ・大の 2段階を設け た 。

　 i） 擁壁変状

　擁壁変状程度 （小 ， 中 ， 大） は ， 表
一 8 に示 した代表的

な 変状形態 の 該当個数 か ら表
一 9 に 従 っ て 評価す る 方法と
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表
一9 擁壁変状の 評価

項 目 カ テ ゴ リー 配 点 コ　 　 メ　　 ン 　 　 ト

擁壁変状

陵状 な し 「・

変状（小 ） 5　　各変状形態の 「あ D」 が 1個の み 反応

　 　 し た場 合。

獄 … い  鯲
形馴 捌 が 2 個反応 し”一

変状（大） 2D

各変状 形態の
「あ り丿が 3 個以上 反 応 し

た揚 合。ただ し，変状 が著 しい 揚合 は，
個数 に か か わ らず変状 （大 ） とする 。

表一10 の り面 判定区分

判 定 区 分 内 容 1総合点
1

A （健 釧 当酷 災上 繝 題 跏 ・・ 1・
一一・。

　 　 B

（やや 不健 全 ）

　 　 C

（不 健 全）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
変状等が著 しい が 当面 は ・経過 観察で 対応 す　121＿35
る。

1

変状等が特 に顕著で 優先 して 対策工 を検討 す

る必要 があ る o

36ny

した 。 擁壁 の 変状形態に は 水平変位，は らみ，傾斜などく

体 全 体 に生 じて い る もの と，ク ラ ッ ク，ず れ な ど く体 の
一

部 に生 じて い る もの とが ある が ， 変状程度 の 判定 に あ た っ

て は こ れ ら形態 の 違 い に 差を設 けて い な い
。

　 fi） 排水施設異常

　の り肩 お よび 小段排水溝 に お け る 機能障害の 有無を問 う。

具体的な障害事例と して は 排水溝本体 の 損傷，接合部 の 不

良や沈下 ， 土砂や落葉に よ る 閉塞等 が あ る 。

　  　竣工 後年数

　建設後 の 経年 に よ る の り面 ・擁壁 の 全体的な性状劣化 の

評価項目 と して 配点 し た。

　3，3　判定 区 分

　固 定点 と更新点 とを 合計 した 点数 の 大小 に 応 じで ， の り

面 ・擁壁 の 健全度を 表一10の 3 区分 に 判定す る 。

　（1） A 判定

　安定傾向 に ある と考 え られ る グル ープ で，規模 が小 さ く

変状 の 程度 も小 さなもの が こ れ に 属す る 。

　（2） B 判定

　A とC の 中間的 な 性格を持 つ グ ル
L一プ 。 規模 は小 さ い が

変状程度が大き い か ， 規模は 大 きい が 変状程度 の 小 さ い も

の が こ れ に属す る 。 　　 　 ．

　（3＞ C 判定

　防災また は維持保全上 の 見地 か ら技術的検討を必要 とす

る グ ル ープ 。 規模 お よ び 変状 と も に大 き な も の が こ れ に 属

する 。

　10団地 319地点の サ ン プ ル に つ い て 試算した とこ ろ ， A

＝ 64％ ， B ＝ 　33％ ，
　 C ＝3 ％ の 割合 と な っ た 。

4． の り面 ・擁壁の補修事例

　住宅団地 に お い て こ れ まで に 実施 さ れ た の り面 ・擁壁 の

補修事例 とし て ， 防災工 事の 揚合を 図一 3 に示 す 。
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原 因 お よ び 変 状 状 況

O の り面は固結シル ト居の上

　都に薄く覆っ た ロ
ー

ム で形

　成されてお
ト
，7 幅己m 程度

　にわた っ て表流水による臣

　食，衷層脂落が生してい るs

麟 灘
O の T｝面表屡の 固結度が低 く
　地下 ”1くが多い

c

o 湧水が非常に多くの リ而上

　音βには滑箔崖が，の ウ而下
　都には盤ぶくれが生じてお

　
i
〕丁ベ

ト
雌 壕状態であるゆ

滑落崖

（粘忙

02 ｛而水の流下によト；1の り面

　が部ラ：欄
．
にガ リ｛受食を受け

　凸凹状態である，

Q の ll
画保護工 として捶于吹

　付けコこを施工してい たが，
　ゴニ質が軟岩であり部分IIむに
　湧水が認め られるため小段
　の U型側溝伽縦排水溝が破
　損しの リロ1が侵食されてい

　る。

O のり肩の排水講が玉石のV
　型慨溝であるため爾水があ
　ふれの り面り浸透し，プ ロ

　・ノク積擁堕下邵より湧水が

　言聖め らkるe

o ブロ ッ ク積擁壁は，地下水

　等の影響によりはらみが生

　じてい る。

．
Ult位 ：ロ1）

o 既マ∫：樹木 （松）が隣接民家
　へ 影響を及ぼしてい るため

　摂木を伐採した結果の り面
　の状態が不安定で

．
あっ た。

Q の り面全休に侵食および表

難醜蠡鍛く継勤
　土砂部が露出してい る．

O 植生が繁茂する臼然斜置で

　f／11：上部がオーバ
ー

ハ ン グ

　歌になっ てい る。

〔粘
　　

o 既設ブロ ッ ク積擁壁が土圧

　によワ て押出さ扎クラッ ク

　およびはちみが認められる●

O の り尻道路部の拡幅が要讀

　されている。

工 法 比 較

  コ ン クリ
ー

ト

　の 1琳」工

t2−
’
．，コ ン クリート

　ブ ロ ッ ク張工

  コ ン クリ
ー

［
・

　張工

  鋸製のり枠工

（の り尻部の処理）
 
．L型擁壁の 設

　 置

  重力式擁壁の

　 設置

  現況に沿っ た

　の り・面保護工

  腰±
’
留擁壁＋

　の り画保護工

  肚 によるオ

　’バ ー
ハ ン グ

．部分の除去
  石積擁壁＋コ

　ンクリ
ートプ

　ロ ッ ク張工

  切土による安

　定勾配の確保
  の り尻にRC
擁壁設置

工 事 概 要

O 既訟の コ ン クlj一トの ワ枠

　工 を歓去 し．の り面整形〔盛
　土）実1在後に将米の椎才寺管

　埋 を考え コ ン クリ
ー

｝ブ rコ

　ッ ク張
．
「を施工。

O 客土補充によるの 1）面整形
　を実雄後，の り面俣護工 と

　して鋼製の り粋工 を施工 ，

鈿製の り枠

O 崩譲状態¢ 示す部分を
．LO」土

　に よるの 1）面整 形を行 う。
O の り尻itT水｝彰｝には1ヤ縮奨

　を設け排水処理を行う⊃
強芝工

O 段切 1丿琉工後客土闇充によ

　っ ての
トJ而簾 IE を実施F の

　り肩部分は樹木によっ ての

　り画の安定を計る。
O フ ェ ンス の移設を行う。

0 の り面整止後、客土補充
　（i・＝IC．cm〕を行ない の り†罕

　工 を施⊥ t．の ワ面は種子次

　イ寸けユ：を実施．　．
o 小段の u犁側溝と縦排永溝

　の整備。
Q 湧水部分は盲排本を施工。

OL 型雛壁の設置・「
　（麌土離の軟弱地盤には枕
打詢

O の り面の整正後張芝工 を施

O の り肩にU．型側礁を設竃し

　排水処埋 を行なう。

　 u型lli購
／　 　

・
張芝］二

O の リ尻部に土留め用重力式

　擁壁を．設置し、下部にU型
　側溝を施1 。
Q の り面はプロ ッ タ粋工 を施
　工 し枠内は張芝工を行う、

O 土留め 擁壁として問知ブロ

　ッ ク積擁壁を施工。
O 切土にkるの り面整形を実
　施後，鋼製の ワ杵工（1．5×
　1．5｝を施ユ』

O 搬地の有効利岡〔駐車構Gr プレ ロ ッ ト）
　を考慮して  架を採順

O 既存コ ン クリート擁壁を撤
　th一し，石 積擁壁を工苞工。
O オ

ーバ ー
ハ ン グ部を切土整

　形しコ ンクリートプロ ッ ク
張工を施工、 曝

コ ンクリ
ー
トブロ ッ ク張工

　
　
　

融ユ芝
　
　
　
　、
　
丶

O の り尻迫路拡輻のため逆丁

　式RC 蕪壁を施工．
O の り画は盛土によるの り百
　整形を行い筋芝工 を施工 。

図一3　防災工 事 の 事例
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5．　 あ と が き

　以 上，公団 に お け る の り面 ・擁壁 の 維持管理 の 概 要 を取

りま とめ て 紹介 した 。 中で も保全情報の 整備 ， 安全性判定

基準 ， 防災中期計画 の 3 者は ， 業務 上 の 重要 な 柱 と して 位

置 づ け て い る 。 今後 は，こ れ ら基準等 に基 づ き 良好 な 維持

管理 に 努 め る と共 に ，管理 中 に 得 られた情報を フ ィ
ー

ドバ

ッ クす る 事 に よ り基準等 自身 に つ い て も改良を重 ね て い く

考えで あ りま す 。

　な お，今回紹介した安全 性判定基準 ぱ ， 「の り面 ・擁壁

の 安全性 に関す る 点検手法，判定基準 に か か る検討委員会

（稲田委員長 ， 土質 工 学会，昭 57〜59
， 住宅 ・都市整備公

団委託）」 で の 答申を踏 ま え作成 した も の で あ る 。

　　　　　 　　　　　　　　　　 （原稿受理 　1986，1G．30）

　　　　　　　　　　　　　　　土 質工 学会各支部発行図書案内

く 中国支部＞

o 地盤 と建設vol ．3Ne．1一土質工 学会中国支部 論文 報告集
一

（昭和60年12月発行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B5 判　？7頁、定価 ￥1
，
500 会 貝 特価 ￥1，000

　　　　　　vol ．INal（昭和 59年 3月発行 ）よりバ
ッ クナ ン バ ーあ り。

o 土質工 学会中国支部25周年記念 誌 （昭和60年 11月発行）　B5 †1∫322頁　定価 ・会貝 特価 と も ￥ 2，000
0 第 1回情報化 施 工研 究委員会報告書 （昭和53年 8 月発行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 B5 判 157頁　定価￥ 1，500 会員特価 ￥ 1，000
0 第 2 回情報化施工研究委員会報告書 （昭和 54年10月発行）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒐

o 第 4回 土質工 学研究会報告書 （昭和56年 10月発行）

　テ
ー

マ ：盛土 に伴 う軟弱地盤 の 変形 と現 場管理

o 第 5回土 質工 学研究会報告書 （昭和 57年 10月発行）

　テ
ー

マ ：部分改良地 盤 の 変形

o 第 6 回± 質工 学研究会報告書 （昭和 58年 11月発行）

　テ
ー

マ ：近 接盛 土施工 の 障害予測 とそ の対策
o 第 7 回土 質工 学研究会報告書 （昭和 59年11月発行）

　テー
マ ：広島市にお ける液状 化の 予測

o 第 8 回土 質工 学セ ミナ
ー

報告書 （昭和 60年 12月発行）

　テー
マ ：広島市の 降雨 による斜面崩壊

〒 ￥ 250

〒￥ 300

〒 ￥ 250

B5 判　98頁　定価 ￥ 1，500会員特価 ￥1，000 〒￥ 250

B5 判 120頁 定価 ￥1，500 会員特価 ￥1
，
000 〒 ￥ 200

B5 判　90頁　定価 ￥ 1
，
500 会 員特 価 ￥ 1，000 〒 ￥ 200

B5 判 112頁　定価￥1，500会員特価 ￥1
，
000 〒￥ 250

B5 判 192頁 定価 ￥1，500 会貝特価 ￥1，000 〒￥ 300

B5 判 107頁　定 価 ￥ 1
，
500 会 員特価￥1

，
0eO 〒￥ 250

＜ 四 国支 部 ＞

o 最近の 土質 ・ 基礎に 関 す る諸 問題 （講習会テキス ト1 昭和54年 11月発行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A4 判　99頁　定価
・
会員特価 と も ￥ 1

，
0QO

o20 年の あゆみ
一

支 部創立 20周年記念出版
一

（昭和55年 2 月発行）

　 （附録 A1 判　四国表層地質図）　　　　　　　　　 B5 判 168頁 定価 ・会貝特価 と も ￥ 2
，
000

（送料 込 ）

（送 料込）

＜ 九州支部＞

o 昭和 55年度 特別講演会 （昭和 59年 4 月発行）

　「土 質工 学 と土質技術」 （河上房義氏講 演 ）
o 昭和 57年度特別講演会 （昭和 57年 11月発行）

　
「土 質力学の 流れ1 （最上 武雄氏講演）

O 珪 藻土 に関 する資料 目録 （昭和 57年 6 月発行）
o 補強土 工 法 の 現状 （昭和61年 11月発行）

B5 判　23頁　定価 ・会員特価 と も ￥　 2eo 〒￥ 200

B5 判 　21頁

B5 判 　 16頁

B5 判 159頁

定 tu　t 会 貝特 価 と も ￥ 　 200

定 価 ・会 貝特価 と も ￥ 　 200

定価 ￥1，
200 会 貝特価￥ 1，000

〒￥ 200

〒￥ 200

〒￥ 300

問合せ 先 ：上記の 出版物に つ い て の 問合せ は土 質工 学会各支部へ お 願い します 。

　　　　　各支部の所在地 は会告の 1 ペ ージ をご覧下 さい
。
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